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一般水産加工食品における真ー菌類に関する研究

第2報 酵母分布の特異性と各種糖および食塩濃度に

対する分離酵母の感受性

信濃晴雄事・坂井稔*

批udieson七heTrue Fungi in Processed Sea Foods 

II. Specific di自白ibutionof yeast in processed sea foods and 出e

behaviour of yeas七forthe grow出七o他eVarlOUS 

concentration of sugar and日al七

Haruo SHINANO and Minoru SAKAI 

Abstract 

In the previous report， the au色hors 自howedthe distribution of yeas事inv晶rious
processed se晶 f∞dsand ob自ervedthe spE犯温cityb的ween色hedistribution of y'倒的組d自pcial
m晶 foods， 自叩uch】ha鍋自

In も也hi包B自前も加udy，the 自pc泊icrelation目hipbeもweensome sea foods 岨 dthe distribution of 
ye闘旬 whichwere i日01凶edfrom自伺 foodsωUec総:din 3 different markets wωinv舗もig励。d
阻 dthe growth of yeast in various con巴唱ntrationsof sug晶，rand 随 1もW制 studied.

Aもotalof 140 strains of yea瓜 werei自ola句dfrom 17 of 30 sm晶plescollecぬdin 3 different 
m晶，rket日. Ofth倒eisola飴喝， 134 str拍 18were identified by the method of cl晶倒ificationse色up
by Lodder and van Rij， buも16straIns could noもbeidentified by their meもhod.

Relatively large amoun旬 ofye醐 wereobserved in “Shiok町品"，“Momijiko"阻 d
“Tai凶 so"，e倒自pe悦倒ci凶畠.all勿y，S，ωc加 T附肘捌叫吻ye削eω8削 m阿iiin
Deba.r旬g仰~y'炉feω kl，ゐoeωcke喧T“in“Momi司ji泳ko"晶ud“Shiok晶紅r晶刊 a晶，ndDeめbar吻y01仰7叫昭zψyees 1協ti，抑t化cω0ωtω伽?叩ωein 
“噌S帥hioka晶r晶"a阻，n直nd“Mo凶 j件也:0"ぺ. 

The growもhra'ぬ ofi自olatesin various concentrations of sug町阻d 随 1も W品目 observed.
As a basal medium forぬisも倒ももhey倒的 ni色rogenb制。 (Difco)w倒晶.dop旬d晶udprepared 
in conc岨位此ionsof 40， 50 and 60 per cent glucose (W jV)， 10， 15 and 20 per ωntN品。!1(WjV) 
and in mixed concen佐川ionsof 10， 10， 15阻 d15 per cent NaCl (WjV)ω20， 30， 20 and 30 per 
per ωnt glucose (W jV). The醐叫旬 ofもheexperiment showed that自porogenousye鮒 grew
beももer出品n品目progon凹 usye晶sts in mo白色 conωntrationsof glucose and N品。1. Of the 
sporo伊 eousye舗も， the so・ω.lledosmophi1ic yeast， Saoohar，側 ，yces rouxii. showed mosも
もoleran田 thanother y曲目旬.

緒 宮

前報において1)，著者ちは函館市内のー百貨庖で購入した各種の一般水産加工食品から酵母を分離・

同定しp それらの食品別分布状態を検討した結果，検体の品目tとより酵母の分布IL或る程度の偏在的

傾向の認められる ζとを知った。本報ではその点を更に明らかにするとともに，分離酵母の各種糖濃

度及ぴ食塩濃度に対する感受性についても検討を加えたのでその結果について報告する。

* 北海道大学水産学部練生物学講座
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196η 信濃・坂井: 一般水産加工食品における真菌類に関する研究-II

実験

1 供鼠菌

供試菌は函館市内における 3カ所の百貨庖で市販中の一般水産加工食品30検体から分離した 140株

でp 検体は各百貨底から 10検体宛，それぞれ類似した食品を選ぴ購入したものである (Table1)。ま

た酵母の分離は前報において報告した方法に拠った。

2 分類挙的検査法

分類学的検査法はすべて前報において報告した方法と同様である。

3 各種積潰度及び食塩濃度に対する分艦隊母の感受性信験

使用した基礎培地は Difco社製の yeastntirogen base (糖同化試験用培地)で，基礎培地にグル

コース及び食塩を一定量添加しp 滅菌後あらかじめ前培養(250C，2日間)しておいた供試菌の滅菌生

理的食塩水浮遊液の一定量を移植し，一週間後の発育程度を肉眼的IL観察した。 なおp 著者らは第 1

報と同様に Lodderらの記載とりまとめ Key-1および2 (稿尾参照)を作製し， ζれらに従って供

試菌の同定を行なった。

1 供試菌の同定 (Table2参照)

(1) genus Saccharomyces 

結果及び考察

Ladder勾らの分類法tとより，本属と認められたものは供試菌 140株中の 28株で，その形態学的並

ぴ11:生化学的性状tとより 19株が S.rouxii ζ， 9株が S.exiguus ζ同定された。

(2) genus Debaryomyces 

Lodderらの分類法によれば，酵母の属の決定は主として胞子の有無，菌形または偽菌糸の有無など

の形態学的性状tとより，種は糖類の霞酵性或いは糖の同化性及び硝酸塩の同化性などの生化学的性状

によって決定されている。しかしながらとの genusDebaryomyces 11:属する酵母は，種の同定tζ当

り重要な役割を果す糖類の醸酵性が極めて微弱で，且つまた不安定であるために，糖の酸酵性は種の

決定要素とはなり得ずp 却って糖の酸酵性の弱いζ とは胞子皇室lといぽ状突起を有し， 且つ胞子中央に

泊滴を有する ζとなどの特異的な形状とともにとの属の特徴ともなっている。まfこp 種の決定iとは糖

の同化性，皮膜の形成およびその性状が重要な Keyになっている。供試菌中乙の属と認められたも

のは 42株でp 前述の各種性状から， 4株が D.hansenii 11:， 12株が， D. nicotianae， 25株が D.

kloeckeri， 1株が D.subglobosus 11:同定された。

(3) genus Hansenula 

皮膜の形成， 或いは帽子状の胞子の産生などその特異的な性状から本属と認められたものは供試菌

中4株である。その中 1株は H.subpelliculosa 11:， 2株は H.anomala IL同定された。残り 1株

については genusHansenulaの特伎のーっとされている皮膜の形成が極めて微弱であるが， 胞子の

形状，糖類に対する態度など， 各種形態学的並ぴに生化学的性状などから H.anomala 11:同定すべ

きが妥当と考えられる菌株である。

(4) genus Candida 

本属と認められた菌株は供試菌中 24株で，それぞれ Lodderらの記載による C.parapsilosis (2 

株)， C. rugosa (10株)， C. melibiosi (10株)に一致した。残り 2株iふともに胞子形成態なし

偽菌糸はよく発達，菌形は卵形または長卵形を呈し， ク・ルコースのみを醸酵しp グルコースp ガラク

トースを同化するも，硝酸塩の同化性が認められないなどC.catenulata 1乙類似するが，ガラクト{

スの酸酵性の認められない点が Lodderらの記載と異なる。しかしながら Lodderらの記載にもガラ

クトースの醸酵性は微弱とされているので，各種形態学的並ぴに生化学的性状を勘案してp ζの2株

は C.catenulataのガラクトース酸酵性を失なったものと考えるのが適当であろう。
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北大水 産象報 [XV1lI， 2 

Table 1. Numbers of the y四 stsisolated from various processed sea foods 

I NO.I Trade name Main ma叫
No. of 
iωlate 

1 "Fish-sausage" 、 Tuna，宜at-fishand etc. 2 

2 ， ， s 

3 "Fish-ham" ， 。
4 “Shiokara" Squid 16 

5 
A 

"Momijiko" Egg of cod 10 

6 "Taimiso" Miso and sea bream 10 

7 "Hanakatsuo" Bonito 。
8 "Shishamo" A Smelt 。
9 'Konago" Sand eel 1 

10 "Iwashi-no-yakiboshi" Sa.rdine 3 

11 "Fish-sausage" Tuna， flat-fish and etc. 2 

12 H ， 。
13 "Fish司 ham" ， 。
14 "Shiokara" Squid 11 

15 
B 

"Momijiko" Egg of cod 8 

1~ I'Taimiso" 加鈎叩d田 abream 8 

17 "Hanaka士suo" Bonito 。
18 "Fish-sausage" Tuna， flat-fish and etc. 。
19 ， ， 。
20 "Iwashi-no-niboshi" Sardine 。

21 "Fish-sausage" Tuna， flat-fish and etc. 3 

22 ， ， 。
23 "Fish-ham" ， E 

24 "Shiokara" Squid 15 

25 "Momijiko" 
C 

Egg of ∞d 15 

26 I'Taimiso" Miso and sea bream 14 

27 "Hanaka白uo'J Bonito o 

28 "Shishamo" A smelt 18 

29 6・Konago" Sand eel Q 

30 “1 washi-no-niboshi" Sardine 。
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(5) genue Rhodotorula 

胞子形成能，糖の陵酵能共になし著明な赤色p 櫨赤色或いはピンク色の色素を産生するなど，明

らかに gern胞 Rhodotorulaと認められたものは 14株で， その中7株は Rho.mucilaginosa，他の

7株は Rho.glutinis I乙同定された。

(6) genus Trichosporon 

胞子嚢胞子を形成せず， true-myceliumを作るとともに節胞子を形成し，糖の醸酵能が認、められな

いなど，本属と認められたものは 9株で，いずれも T門 . cutaneum 11:同定された。

(7) genus Torulopsis 

供試菌中本属と認められたものは 2株でp いずれも Lodderらの記載による T.famataに一致し

た。なほとの種は胞子形成能の認められない点のみが Debaryomyceskloeckeriと異なる点で D.

kloeckeriの不完全型とされている。

(8) 同定し得なかった菌株

同定し得なかった菌株は全部で 16株で，その中7株は胞子を形成し， 偽菌糸を作ちず，薄い皮膜

を形成し，糖類IL対してはグルコース，ガラクトースP シュ{クロースを同化するとともにグルコー

ス，シュークロースを酸酵，ラフィノースも 1/3を醸酵する。また明らかに硝酸塩の同化性認められ

る。 ζれらの菌株に類似した種としては，Saccharomyces chevalieriがあるがp 乙の種が明らかに

偽菌糸を形成する乙とと P 硝酸塩の同化性がない乙とから， ζれら 7株を S.chevalieriと同定する

にはいきさか疑義がもたれる。また，他の 4株についても，糖類および硝酸塩に対する態度は， 前述

の S.chevalieriと同様であるが菌形，偽菌糸，胞子の産生など， Lodderらの記載とはやや異なる点

が多い菌株であった。残り 5株中 2株は，その形態学的性状，生化学的性状とともにSaccharomyces

bisporus IL類似するがp ただ胞子産生龍の認められない点のみが異なり，S. bisporusの胞子産生能

を失なった不完全型と考えるのが妥当であろう。また残り 3株中 2株については帽子状の特徴ある

胞子を産生する ζとと，硝酸塩の同化性が認められる乙とから genusHansenula Iζ属すべき菌株と

考えられるがp その他の諸性状において乙の2株は Lodderらの記載による種のいずれとも一致しな

かった。残り 1株は胞子を産生し，グルコース，マルトースを強酵するとともに，ク・ルコース，ガラ

クトース，マルトースを同化するなど，Saccharomyces rouxii IL類似するが，t.こだ硝酸塩の同化性

が認められた点のみが異なり ，S. rouxiiとは極めて近縁の酵母と考えちれる。

2 酵母分布の特異性

食品中におけるマイクロフロ戸ラは，食品の性状と存在する微生物の性質によりかなり安定した様

相を示すであろう乙とが推察される。一般水産加工食品についても，前報において報告した Cとく p

食品中における酵母の分布については食品の種類によってかなりの偏在性が認められた。本実験にお

いても，その点については Table2 IL見られる Cとし極めて明瞭な結果が出ている。すなわちP ソ

ーセ-!>，ハム類などのネリ製品や，花カツオ，鰯煮干しなどの乾製品においては，酵母の分布は殆

んど見られないが，塩辛或いは鯛味噌などのいわゆる酸酵食品や， もみじ子などの塩蔵食品には酵母

の分布が広く，供試菌の殆んどは ζれらの食品から分離されたものである。 これら醸酵食品および塩

蔵食品の中でふ塩辛p もみじ子のような食塩濃度のかなり高い食品には，耐塩性酵母と称される

Debaryo例 yces属IL含まれる酵母が優勢で， 中でも塩辛における D.hansenii， もみじ子における

D. kloeckeriなどは，検体購入の場所にかかわらず同種の検体のすべてから検出きれている。とのよ

うな現象は鯛味噌においても観察され，Saccharomyces T・ouxiiなどの耐浸透圧性酵母とよばれる酵

母が検体購入場所IL関係なく検出されている。 ζれら水産加工食品における酵母のフローラの特異性

については，それら食品の保蔵，熟成或いは風味などと考え併せ興味ある点である。なほ，乾燥食品

(グループII)中で， シシャモ(爆製)における酵母の分布はかなり広いが，乙の検体は便宜上ζの

クりレーブ11:入れたものであって， ζの検体の製造法及ぴ製品の性状からみて別個に考慮すべき検体で
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、性
Sample 

Species 

Sacchaグ'omyces:

ro叫:XH

extg叫叫S

H仰 S抑制la:

a冊。桝ala

subpellic叫losa

Debaryo例:yces:
ha'稗se悼ii

nicoti側僻

kloeckeri 

subglobosus 

Candida : 

parapsilosis 

rugosa 

cate骨髄lata

melibi・osi

Rhodotorula : 

mucilagi骨osa

gl:叫tinis

Trichosporo需:

C叫ta抑制隅

Torulopsis: 

famata 

Unidentified : 

Total 

Table 2. Distribution of the yeast in 3 groups 

I 
(fish-ham and fish-sausage) 

1 111 I 21] 2 112 ] 22 1 3 113 1 23 118~ 
No.of 
isolate 

.. ーミ aミ .. .. -民 .. .. 

19 
9 

3 
1 

4 

12 
25 
1 

2 
10 
3 
10 3 1 

7 1 
7 

9 ¥¥ 2¥ I 31 1 1 ¥ 1 1 

2 
1 ¥  ¥ ¥ 1 ¥ l 1 1 1 

1竺よ三121 31 3] I 1 1 1 1 1 
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of proωssed sea foods 

II III 
(dried foods) (fermented and sa1ted foods) 

7117127 ~281 ~9110 120 Iω 4 ]14 1 24 1 5 115 1 25 1 6 116 1 26 

.. .. 
官.、岨s 曲町〆

凶。皆同D 

-母

-ョ~ 
.民 a詮 .陰 且:漏zg h 

.詮 .. ‘ミ
.也 ー趣

4 8 1 

9 

1 2 

1 

1 

7 1 1 2 1 

4 1 8 2 4 4 2 

1 1 

1 1 

4 1 2 s 
2 

1 s 2 

2 1 1 2 

7 

11111111111141~11111 
1I I I I I I I I I I I 2¥ ¥ ¥ I I ¥ 
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ある。

3 分蔵庫聖母の各種糧温度，食塩漬Mに対する感受性

一般水産加工食品の中には日本古来の歴史の古いものからp 比較的最近になって製造されるように

なったものまで，その種類は多岐多様であるが，その中には酸酵食品，塩蔵食品或いは調味食品など一

般にその性状から噌好品或いは副食物としての性格の強いものが多く，食塩或いは糖含有量の高いも

のが多い。 Fig.1及び Fig.2はp 乙れらー般水産加工食品から分離された 140株中，それらの形態

的並ぴに生化学的性状において同ーの性状を有する菌株を整理除去した 56株の酵母について各種糖溌

度，食塩濃度に対する感受性を示したものである。 ζの結果からも明らかなように，一般に無胞子欝

母よりも有胞子酵母の方が各種糖濃度，食塩濃度に対する感受性が低し かなり高い浸透圧にも耐え

て発育する酵母が有胞子酵母の中には多い。すなわちp 有胞子酵母ではその殆んどが糖濃度 5096(グ

ルコース;W!V)以上で発育が見られ， しかもその約半数は濃度 6096においても発育し得る。 乙

れに対し，無胞子酵母では糖酵度 6096において発育可能のものはなく， 4096およぴ 5096において

発育し得るものが，それぞれ相半ばしている。食塩濃度に対する感受性については，Saccharomyces 

exiguusの1株を除き他の供試酵母の全部が 1596において発育が認められP 中でも Hansenula

subpelliculosa， Debaryomyces nicotianae， D. kloeckeri， D. subglobosusの中tζは 2096におい

ても発育の認められるものが存在する。最近，佐々木p 吉田めのらは北海道内 35工場の醤油諸味につ

いて酵母群の検索を行ないp 分布および製品品質との関連性を検討するとともに，分離酵母の各種

食塩濃度におげる発育と厳酵能力についての報告を行なっている。それによれば，酵母の分布につい

ては類似性は認められずp ζのととは検体の成分組成などの差による酵母フローラの違いと考えられ

るがp それらの生育と食塩濃度との関係についてはp 佐々木p 吉田らによって分離された Saccha-

romyces rouxiiと Rhodotorulamucilaginosaでは， その発育態度において著者らの分離した S.

rouxiiおよび Rho.mucilaginosaと同様な結果を示してはる。次K各種濃度の糖および食塩の混合

培地における発育度では，有胞子酵母と無胞子酵母との間11:極めて明瞭な差が認められた。すなわちp

無胞子酵母では食塩1096，グルコース濃度2096の混合培地で発育した色のは Candidaparapsiloよis

(2株)J C. melibiosi (3株)および Torulopsisfamata (1株)で，その他の酵母はこの混合濃度

Species 
aコ
O
L
O

--Mω
↑

Fωeh 

師
。
釦
、
《
ト
。

6
Z

Soccharomyces; 

rouxii I 7 I m 

割 引us I 11m 

Honsenufo: 

一一一一一一一一一---D

onomolo I 2 I n 
1m  

su抑制licu師 団 111m 

Deboryomyces 

nicotianoe 

ご一一=立二訂honsenjj 

61 m 互工K 互 TT2J 2rT 

;ニus I ~ I : 三玉田
一三三二二三二日

Fig. 1. Growth rate of sporogenous yeasts in various concentrations of glucose and salt 
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Species I!II A 主。

Condida 

poraps川0515 2 1 ][ 

rugoso 21m 

catenuloto 21m 

metibiosi 4 1 1 
現

Rhodotoru 10 
I 

mucuogfnoso 6 1 II 
E 

glutinis 2 1 II 

TrichosporαT 

cutoneum 31~ m 
TorulopsiS: 

famola 11 m 

I 
Unidentified 61 1I 

E 

Fig.2. Growth rate of asporogenous yeasts in various concentrations of glucose andぬ lt

の培地では発育し得なかった。一方，有胞子酵母では乙れに反し上記の混合濃度で発育し得なかった

酵母は Saccharomycesexiguus 1株のみで，その殆んどが食塩濃度 1096，クツレコース濃度 3096の

混合濃度においても発育し， 中でもおεcharomycesrouxiiは，食塩濃度 1596， グルコース濃度

3096のかなり高い浸透圧下においても発育可能であり，いわゆる“耐浸透圧性酵母"としての特性が

見られる。また genusHansenula， genus Debaryomyces Ir.含まれる供試菌もかなり高い浸透圧下に

おいて発育し得るものが多い。乙のような結果から Saccharomycesrouxiiや genus1lansenulaお

よび genusDebaryomyces 1乙属する供試菌などはp かなり高い浸透圧を有する食品中においても発

育矯殖が可能で， ζのような環境中でその菌自体が本来の代謝活動を行なうとともにpζれら食品の

熟成に大きな影響を与えるであろう ζとがうかがえる。なほ，最近研究開発が盛んに行なわれている

各種防腐剤に対する態度， 或いは熟成初期かち熟成後期Ir.至るまでのフロ{ラの変遷など，問題とす

べき点は多々見られるが， 乙れらの点については次の機会に報告する.

要約

函館市内の3カ所の百貨庖よりそれぞれ類似した検体 10検体宛，計30検体を購入し， それらの培

養から 140株の酵母を分離して食品の性状による酵母分布の偏在性を明らかにするとともに，各種糖

渡度および食塩濃度Ir.対する分離菌の発育度を検討し，次の結果を得fこ。

(1) 酵母の分布は，陵酵食品或いは塩蔵食品11:広く認められ， ハム， ソーセーヲ類または乾燥食

品などからは殆んど酵母は分離されなかった。

(2) Saccharomyces rouxii， Debaryo情 yceshanseniiおよび D.nicotianae はいずれもある種

の検体p すなわち鯛味噌p 塩辛，もみじ子から共通に分離され， これらは ζの種の食品に常在しp 食

品の熟成に極めて重要な影響を与えるものと恩わわれる。

(3) 各種糖濃度および食塩濃度における発育態度については，分離薗はp いづれもかなりの高浸
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透圧下において発育可能であったがp 有胞子酵母は無胞子酵母よりも各種浸透圧に対する感受性が低

く，いわゆる“而捜透圧性酵母"或いは“耐塩性酵母"は有胞子酵母K多い傾向が認められた。

Key-1. Keyもoもhe自peciesof ye舗も whlchare able ωferment a sugar 

A. Glucose， galac句se，自ucrose，malもoseand 1脚色0飴品問品開imil晶旬d.
晶. A very slight fermenぬも，ionof glucose and sacch晶rωe，occ腿 ionallyalso of g晶lc句 鴎 晶nd

mal色ose.
KN08 is not as自imil乱旬d.
Cells晶reusually round to shorιoval seldom oval， single or in p晶irs. A pseudom-
ycelium is seldom formed. A dull and dry creeping pellicle is formed whlch is 
U自uallyw討nkled.

The spores乱，reround wiもhan oildrop inもhemiddle. 
. Debary開 tyceaha削帥ii(ZIOF¥ nob. comb. 

b. A very weak ferment的ionof glu∞日eand usually also of sacch品，roseoccurs. Seldom 
mal伽 eis very w倒k1yfermented. . 
KNO. is no色 a凶出姐晶飴d.
Cells are round色ooval， single or in pa:回. Generallyもhereis hardly any pseudomy・
celium. Occ晶sionally晶 thinring佃 d品目吋imenもareformed. 

The spores are round wiもhan oilむopinもhemiddle. Occ品目ionallyもhespore wall 
may look w，晶吋.y.

. Debary仰 ty側側bg励 08附 (ZACH¥nob. comb. 
B. Gloucse， g品lactose，sucro関 and m晶lもoseare ωsi凶 I品加d.
a. Glucωe， gal晶C旬開， sucrose and mal旬鴎晶，refermen句d.

1/3 R乱伍noseis fermen旬d.
KNO. is制自国hもed.
Cells乱reroundもooval， m-叫tila旬，ralbud，必ng. Psuedomycelium is well developed. 
Dry， dull creeping pellicle is formed on liquid medi晶.

Hat-or 自由lm-shapedascospores 晶reformed. 
. Ha間帥旬1αmω骨wla(HANSEN) H.ωP. SYDOW. 

b. Gluc明。 自ucroseand m晶l伽 e品開 fermen句d.
1/3 Ra血 oseis fermented. 
KNO.is品開imil乱倫d.
Cells品開 round to oval， multilateral budding. Pseudomycelium is well developed. 

Hat-sh晶ped鋪 剛po間島reformed. 
. H，α削 E側 la8t仰ell伽 108aBEDFORD. 

c. Glcuose and sucrose畠refermen飴d. G晶l晶ctoseand matlo自8晶revariable. 
2/3 R晶飽nωeis fermen旬d.
KNO. is noも品関imilaぬd.
Cells晶，reroundもoshort-ov晶1，multila旬，ralbudding. 
Pseudomyωlium is well developed. 

Spores no色formed.
. Ca'処r1idamelibio8i LODDER eもVANRIJ. 

d. Gluco随晶ndg由。ω駒晶，refermen旬d.
KNO. is not assimilated. 

Cells are roundもooval. Pseudomyω，lium is well developed. 
Spores no色 formed.

. Canr1ida parap8ilo8i8仏SHF.)LANGERON e色TALICE.
e. A slight fermentation of glucose occurs， ofi蜘山oof gぬ cto目、日ucro関 andmal句飽.

KNO. is not aBBimilated. 
Cells品開 usuallyround，自由ldomoval， single， in paris. Aゐy，d-叫1，cr明 pingpellicle 
is form吋 whlchis w討nkledor smooもh. Usually no I焔eudomyωlium.
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Sproe咽晶.reround with晶.noildrop血 themiddle. They m晶yl∞kw乱.rty.
. Debaryo骨tyce8仰 otia糊 eGIOV ANNOZZI. 

f. No fermentation or 晶 very w自品.kfermen刷 ionof glucose only or of gluco岨eand 
自晶cch晶.ro関.

KNOa is noも脇田国ilated.
Cells are round to ova1. Pellicle is noもformedon m山 extractor only after a veη 
long time of incubation. Pi日eudomyceliumis noもformed.

Round and w乱首y品目。osporesare formed. 
. Debaryomycω kUJeckeri GUILLIE:阻ONDe七時JU.

Spores noも formed.
. To門d叩 8isfamaωHARISON

C. Gluco田， galac旬日eand sucrose晶.rea田 imila'もed.
Glucose， gal品。旬自8 晶.ndsucrose are fermen旬 d.
1/3 Raffino関 isfermen胤
KNOa is no色 assimila飴d.
Cells品問 O刊 1，single or in p乱回. No pseudomycelium is formed. 

Spore formation is晶 very必fficulι
... Saookar，側 tycω ex伊t'U8 HANSRN. 

D. Glucゆ昌弘 galac旬開 andmaltose are鍋島国hぬd.
Gluco関 晶 .ndmatlose晶.refermen旬 d.
KNOa is noも晶路加h句d.
。自，llsare roundもoov品1. Pseudomycelium is noもformed.

Round ascωpores晶.reformed. 
. S，附加romyce8rauxii Bou四 oux.

E. Gluco関晶.ndgal脚色ose晶，re品関imil晶旬d.
Glucose and gal晶ctose畠.refermented. 
KNOa is noも掛目imil晶旬d.
Ce11s are ovalもocylindrica1. P，田udomyceliumis we11 developed. 

Spore is noもformed.
.0.α処didacatenulαω DrDDENS eもLODDER.

Key・2. Keyもothe speci倒 ofyoosも which乱renot油 leto fermerrも品目ugar

A. Glu∞田， g品.Iac初日e，sucrose， m晶.Itoseand 1品。ω回品開乱自由imil乱旬d.
KNOa is品目simil晶ted.
Cells島問 OVi晶l，m叫もilater品.I budding. A primitive pseudomycelium consisting of 
怖かlikeformation i自 occ晶sion晶11yformed. 

The color of streak c叫色町eis 00もoorange. 
. Rhodotorula glutini8 (FRES.)亘 錦 町SON.

KNOa is noも倒si凶 I品加d.
Ce11s晶，reovalιo cylindric乱1. True mycelium is formed. 

Arもhrosporeis formed. 
. Tric.加spor側倒的neum(DEBEURM.， GOUGEROT 的 VAUCHER)OTA. 

B. Glu∞ 自e，galau色0自e，suぽ O日eand m晶lもωeare倒 simila旬d.
KNOa is no色制simila句d.
Cells乱reshort・ovalto oval， mul姐l凶eralbudding. Genera11y no p田 udomy-
伺 Hum;加巴闘iona11yprimi色ivedevelopmerrもoccures.

The color is 00. 
. R.取/doωrulamuci1.a，gino8a (JORG.) HARRISON. 

c. Gluco防 組dgal副知 総 晶mωsimilaぬd.
KNOa is noも&関imil乱飴d.
Cells are oval， long-ovi晶.Ior cylindrica1. A pellicle is formed. 
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The p聞 ldomyoeliumU8ually develop8 well on pota.句畠，gar.
Spore呂田色 formed.

. CmuJ仙 ro伊sa(.ANDE1栂ON)DIDD町 set LoDDER. 
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